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多摩中版発行；石川中裁判を支える会　連絡先；０４２６-６４-５６０２田中

ほうせんか９号　多摩版　内容案内
1 人事委員会反論書

2 「心のノート」が心を支配する

③　石鹸の授業から

郵送住所；〒190-0022　立川市錦町2-4-22　加藤方　

カンパ振込先　郵便口座00150-7-15453　石川中裁判を支える会

　

都人事委員会不服審査請求
都教委答弁書に対し反論の準備書面(１)を１０月８日提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子
　７月半ばに届いた都教委の都教委の答弁書は２９ページからなる力の入ったものでした。その主張は､①減給処分と指導力不足等教員申請とは関係はない。授業観察ごの｢協議会｣出席の職務命令違反だけでなく､根津には職務命令違反がこんなにも多い。処分の履歴もこんなに多い。②授業改善をはかることは、教員の職務である。したがって、それを拒否するとは､｢教員としての自覚を欠く｣。だから、処分は当然のこと。　というものです。

　さて、その答弁書に対してこちらは、事実をめぐる反論とさらなる主張の準備書面（１）を提出しました。５６ページからなる大作です。｢現場から外し｣たいと言う市教育長（当時）の発言が示すように、教育委員会には根津を「指導力不足等教員」に仕立てることの結論が先にあったこと。ところが、「指導力不足等教員」の判定に失敗した教育委員会は、腹いせに減給処分を行ったのだと事実を列挙して述べ、次のことを主張しました。①｢指導力不足等教員｣の手続きの中での｢協議会｣であり、出席は命令できるものではない。②根津が出席＝「指導」を拒否しても、市・都教委は｢指導力不足等教員｣にすれば済むことではないか。処分が絡む問題ではない。③前島校長の出した職務命令の問題を指摘する。教育の条理に照らして、職務命令であっても不服従することが必要な時もあるのだ―と。
まだ、あと１～２回書面のやりとりをしないと、公開口頭審理には至ならないようです。
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準備書面､答弁書の全文を必要な方はお申出ください。

なお、その際、メール送信が可能な方は､その旨お知ら

せください。

今日現在、多摩中で変わったことはありません。　　　　
「心のノート」が心を支配する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福島博子

「先生、心のノート使わないの？」

ひとりの子どもが聞いてくる。

　この春、文部省が国費7億2980万円を投じて義務制学校の子どもたちに無償で配った戦後初の道徳国定教科書｢心のノート｣のことだ。

聞いて来た子どもは、本をよく読む子ども、実際の友だちの世界より空想の冒険の世界に遊ぶ子どもだ。カラフルで美辞麗句が並べ立ててある｢心のノート｣はなるほどそうした傾向の子どもが入り込みやすくできている。

小学校の低学年では「今日を楽しい日にしよう」と心を誘い、中学年では「あやまちを『宝』としよう」と失敗を大切にするかのごとく呼びかけ、「ともに生きる」と高学年には諭し、中学生にもなれば「自分の人生は自分で切り拓け」と励まそうというのだ。

こんな見出し語だけを眺めていたら、まるで普通の教員が普段、子どもに声かけしているような言葉ばかりだ。

耳ざわりの良い言葉、目が喜びそうな色調

だから子どもによっては、特に読むのが好きな子どもは、こうした快い呼びかけとパステル調のイラストに親しみを感じてしまうのも無理はない。その上、丁寧にも、記入コーナーが盛りだくさん。盛りだくさん過ぎて、実際にこの記入コーナーを使わせてみた教員によれば、初めは食いつくけれど、同じようなことを何度も何度も記入させられて子どもも疲れると言う。中学生用はその上に記入年月日まで書き込むようになっていて、まるで官製日記帳のようだ。

今までもよく使われてきた『道徳副読本』とは全く形が異なる。勿論道徳の全項目が網羅されている点では『副読本』と同じである。しかし、所謂『副読本』が戦前の修身を思わせるような短いお話から構成され、一回の話が次ぎの話に繋がるということもなく、お話の寄せ集めに過ぎなかったものとすれば、今回の『心のノート』は全体のページに関連性を持たせ、小学校入学から中学校卒業まで系統的に扱えるような構成になっている。

系統的に繋がっている「心のノート」に記入しつづけることによって子どもの中に何が入り込んでいくか、そこが問題である。

入り口と出口の違い

　各単元やその見出しは快い言葉にあふれている。入り口は甘い蜜を出して誘っているのだ。しかし、一歩中に入っていくと子どもの手足をしばり、思考を縛る罠がいっぱいなのがこわい。


　低学年ではやたらと目標点検のようなコーナーが多い。「できたら色を塗りましょう」というようなコーナーだ。安直に子どもを乗せて、駆り立てていく。そうしたレールに乗れない子どもは、「悪い子」という目で見られる恐ろしさを感じる。

　それが高学年や中学になれば自分で立てた目標に向かって努力してがんばろう・・・になる。社会に目を向けさせず、足元の自分の生活の問題をきちんと見つめて考えていかせる方向ではないこのやり方で設定されるこの目標は子どもにとってどれだけの必然性があるのだろうか。必然性のない目標に向かって努力を要求され、失敗すれば自己責任というこの考え方は競争社会の激化、差別の激化を生むだけではないだろうか。

　その上、人間関係の系列では、自分の考えを表明することを育てもしないで、ただ相手の意見の尊重のみを説く。何より礼儀と思いやりと報恩ではコミュニケーションは育たない。

　自然との関係では詠嘆調の自然崇拝であり、それは信仰の世界に近いものがあり、『神』の登場まであと一歩というものである。

社会の問題はゴミのポイ捨てや駐輪のマナーなどの個人の心がけの問題に矮小化され、子どもと大人にとって切実な諸問題には目を向けさせないようになっている。

　そうした中で慈悲の対象として幼児やお年より、途上国が持ち出されてくる。

　総じて、真実やものごとの関連に目を向けさせず、そのために思考を深めて論理的に追求することのできない感覚的な子どもを育てようとしているとしか考えられない。

　いくら入り口は「ありのままのあなた」とか受けのいい言葉を並べていても、実態は単なる『優しい』『世渡り上手』の育成であり、国家のために自分を省みることはいけないと思い込む従順な人作りであり、人と違うことができない子ども、人と違うならば攻撃しても平気な子どもを作ることに結びついていくのではないだろうか。

　「心のノート」が、教育基本法と憲法の明日の姿であることに危惧を抱くものである。

　
　　　　　　　

授業の一コマ紹介



1 容器にａを入れ、ｂを加え、よく混ぜる。ａが溶けたら次へ。

2 ①にｃを入れ、ひたすらよく混ぜる。２０分くらいしてどろっ

としてきたら､鹸化の始まり。これでＯＫ。発泡スチロールに移し、

寝かせる。容器は洗わずに、次の時にそれを使えばよい。

3 翌日､固まったところで､包丁で切れ目を入れておく。忘れると悲惨！

4 １ヶ月寝かすと使用可。

衣服の手入れの単元で洗剤、環境を取り上げて行った授業の１コマです。

見る間に形も色も変わっていき、１ヵ月後には白い石けんに変化することに、歓声をあげる子どもも。去年のあるクラスでは子どもたちが、｢いい匂いをつけたい｣と､校庭のきんもくせいを拾ってきてたくさん入れていました。少しだけ香りがつきました。調理室の洗剤はこれ一つ。全員が家にも持ち帰ります。家で使ってから、「もっとほしい」と言ってくる子どももいます。今年度作った石けんは、今被服室で寝かせています。

　数時間の一連のこの授業を昨年は９月に行ったのですが､２学期末になって、前島校長が「衣服の手入れの授業をしたか？いつしたか？確認を取る。子どもや親に訊いて」とクレームをつけてきたことを思い出します。昨年、「指導力不足等教員」の申請の後､判定作業について、「１１月中に結論を出す」（都教委）と口外したまま、日だけが過ぎていた時のことでした。きっとあれは、都教委の指示で新しい判定材料を探していたのでしょうね。

用具


作る時の容器（バケツでも何でも良い。プラスチックも可。私はブリキの一斗缶を使う）　


棒、発泡スチロール容器（スーパーに行くともらえる）、牛乳パック(計量用)








材料


ａ水酸化ナトリウム（薬局で販売）500g　


ｂ水　１リットル


ｃ廃油（給食センターからもらう）３､３リットル





「根津さんの授業を紹介したい」


支える会では、以前からそんな思いがありました。でも、昨年度の多摩中の状態では、とても授業紹介まで手が回る余裕がなかったのです。


ようやく今号で根津さんの『衣服の手入れと石鹸』の授業から石鹸つくりについて紹介できるようになりました。ほんの一部ですが今後にもご期待ください。





心のノート


自由と権利は否定的に表現され、義務と責任がやたらと強調される。


自然は神への畏敬を持たせるための道具。文化や伝統、技術は愛国心を際立たせる道具。


イラストの女性像は悩み、夢見、真摯であれ、男性像は、強く、意志的であれ。


日本は途上国より偉いかのように描かれ（技術を授けるのだから）、


日本は美しい心と言葉をもつ国である。しかし、平和という言葉は3箇所しか出ない。


社会への関心はボランティアや奉仕活動へ。


人間関係は礼儀に始まり感謝と報恩で終わる。広い人類愛ではなく、身近な思いやりへ。


なんであれ目標をもってそれに向かって努力すればいい。ただし、失敗したら自己責任。








